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仙台大学教職課程の履修等に関する規程〈子ども運動教育学科〉（令和６年度入学生用）「24番代」

（趣旨）

第１条　仙台大学学則第33条の規定に基づき、教育職員免許状を取得する資格を得るための教職課程及びその履

修方法、その他の必要事項については、学長裁定事項として教授会意見聴取のうえ、学長が定める。

（免許状の取得資格、免許状の種類）

第２条　子ども運動教育学科の卒業の要件を満たし、かつ本規程に定める授業科目を履修し、所定の単位を修得

した者は、幼稚園教諭一種普通免許状を取得する資格を得ることができる。

（教育課程及び履修方法）

第３条　幼稚園教諭一種普通免許状を取得する資格を得るための教育課程及びその履修方法は、別表の定めると

ころによる。

（教育実習）

第４条　教育実習（事前事後指導を除く）は原則として、４年次で、かつ学長決定事項として、履修を認めた者

を対象として学長がこれを行う。

　　なお、特別の事情がある者で、学長決定事項として、学長の命により教職支援センター企画運営委員会がそ

れを認めた場合は、３年次において履修することができる。

２　教育実習における教育実習校は、学長決定事項として、学長の命により教職支援センター企画運営委員会が

定める。

３　教育実習に必要な書類は、本学所定のものによる。教育実習に要する経費は学生の負担とする。

（免許状の交付）

第５条　本規程の定めるところにより教育職員免許状の取得資格を得た者については、その者の申請に基づき、

各都道府県教育委員会から当該免許状が交付される。

（その他）

第６条　教育実習に関する手続き等については、学長決定事項として、学長の命により教職支援センター企画運

営委員会が定める。

（他規程の準用）

第７条　第３条に定める授業科目の履修手続き、試験及び成績等については、「教育課程及び履修方法等に関す

る規程」を準用する。

（規程の改廃）

第８条　この規程は、学長裁定事項として教授会意見聴取のうえ、学長が改廃する。

附　則

　この規程は、平成29年４月１日から施行する。

附　則

１　この規程は、平成31年４月１日から施行する。

２　平成31年３月31日に在学する者に係る教職課程及びその履修方法等については、なお従前の例による。

附　則

１　この規程は、令和５年４月１日から施行する。

２　令和５年３月31日に在学する者に係る教職課程及びその履修方法等については、なお従前の例による。
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教職免許法施行規則
に定める科目区分　

左記に対応する本学開講科目 備　考
※教育職員免許状取得のため
の履修科目の必修・選択区分

注
授　業　科　目　名

履修年次及び単位数
学年 必修 選択

①
領
域
及
び
保
育
内
容
の
指
導
法
に
関
す

る
科
目

（1）領域に関
する専門事項

10単位

（1）健康 子どもと健康 2 2 必修

（2）人間関係 子どもと人間関係 1 2 必修

（3）環境 子どもと環境 1 2 必修

（4）言葉 子どもと言葉 3 2 必修

（5）表現 子どもと表現 2 2 必修

（2）保育内容の指導法

14単位

保育内容総論
保育内容指導論
保育内容演習（健康）
保育内容演習（人間関係）
保育内容演習（環境）
保育内容演習（言葉）
保育内容演習（表現）

3
3
3
3
3
3
3

2
2
2
2
2
2
2

必修
必修
必修
必修
必修
必修
必修

②
教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

（1）教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想… ４単位

教育の基礎理論Ｂ
保育原理

2
2

2
2

必修
必修

（2）教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対応を
含む。）… ２単位

教職論Ｃ 1 2 必修

（3）教育に関する社会的制度的又は
経営的事項（学校と地域との連携及
び学校安全への対応を含む。）

２単位

教育の制度Ｂ
教育と社会

2
2

2
2

1 科目以上選択必修

（4）幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程… ４単位

子どもの心理学Ⅰ
子どもの心理学Ⅱ

2
2

2
2

必修
必修

（5）特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒の理解… ２単位

特別支援教育論（幼児） 3 2 必修

（6）教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含
む。）… ２単位

保育の教育課程
（含保育の計画と評価）

3 2 必修

③
道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
の
指
導
法
及
び
生
徒
指
導
、
教

育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

（1）教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む。）… ２単位

教育方法論Ｂ 3 2 必修

（2）幼児理解の理論及び方法 幼児理解の理論と方法
（教育相談、カウンセリング
基礎を含む）

2 2 必修
（3）教育相談（カウンセリングに関
する基礎的な知識を含む。）の理論
及び方法… ２単位

④
教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

（1）教育実習

５単位

幼稚園教育実習Ⅰ
（事前・事後指導）
幼稚園教育実習Ⅱ

3・4

4

1

4

必修

必修
（2）教職実践演習

２単位
教職実践演習（幼稚園） 4 2 必修

別表（第３条「幼稚園教諭」関係）
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教職免許法施行規則
に定める科目区分　

左記に対応する本学開講科目 備　考
※教育職員免許状取得のため
の履修科目の必修・選択区分

注
授　業　科　目　名

履修年次及び単位数
学年 必修 選択

⑤
大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
科
目

11単位

教職総合演習（幼稚園）
子どもとリズム表現
幼児体育指導論
幼児体育論
子どもと発育
音楽表現Ⅰ
音楽表現Ⅱ

3
3
2
1
1
1
1

1
2
2
2
2
2

2
必修
必修
必修
必修
必修
必修
最低修得単位を超えて
修得した「領域及び保
育内容の指導法に関す
る科目」又は「教育の
基礎的理解に関する科
目」については、「他
の科目区分の単位数の
うち最低修得単位数を
超えている単位」とし
て、「大学が独自に設
定する科目」の修得単
位に含める

【特記】幼稚園教諭一種普通免許状取得のためには、前記科目のほかに文部科学省令で定める科目として、次の１〜４に挙げる科
目を必ず履修しなければならない。

　　　　１．日本国憲法２単位（本学開講科目：「日本国憲法」〈２年／２単位〉）
　　　　２．体育２単位（専門基礎科目の「体育講義」〈１年／１単位〉、「子どもとあそび」〈１年／１単位〉、「体力トレーニング」

　〈１年／１単位〉）
　　　　３．外国語コミュニケーション　２単位（本学開講科目：「総合英語Ａ（含外国語コミュニケーション）」〈１年／１単位〉、「総

　合英語Ｂ（含外国語コミュニケーション）」〈２年／１単位〉、「総合英語Ｃ（含外国語コミュニケーション）」〈２年／１
　単位〉、「総合英語Ｄ（含外国語コミュニケーション）」〈３年／１単位〉）

　　　　４．情報機器の操作２単位（本学開講科目：「情報処理」〈１年／２単位〉）

【必要単位数】

免許状の種類 基礎資格

大学において修得することを必要とする最低単位数

領域及び保育
内容の指導法
に関する科目

教育の
基礎的理解に
関する科目

道徳、総合的な学
習の時間等の指導
法及び生徒指導、
教育相談等に関す

る科目

教育実践に
関する科目

大学が独自に
設定する科目 合　計

幼 稚 園 教 諭
一種普通免許状

学士の学位を
有すること 16単位 10単位 ４単位 ７単位 14単位 51単位
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